
離岸流（りがんりゅう）

保護者の皆様へ

北海道では、過去５年に４３名の方々が遊泳中に事故に遭っており、
その約６割が２０歳未満の子供たちです。
海には「危険な流れ（離岸流）」や「深み」など、目で確認すること

が出来ない危険があります。海水浴など、海辺で活動する場合はお子様
から目を離さず、万が一に備えて監視員やライフセイバーが常駐する
「海水浴場」を利用し、安全に十分配慮してください。

海で安全に楽しむために

※海水を着色した状態

●遊泳は、海水浴場を利用すること
海水浴場以外では…
・監視・救助体制が整っていない。
・水上オートバイ、ボートなどが航行している。

●風や波が強いときや、体調が悪いときは海に入らない！

中・高生の保護者の皆様へ

お子様が友人同士で海水浴へ出掛ける場合などには、保護者の方から
以下の指導をお願いします。

海岸

海水浴場の開設情報は、北海道庁ホームページにて公開されています。

遊泳中の事故割合
（北海道内、年代別）
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●海の安全情報はこちら

海上保安庁ウォーターセーフティガイド
海水浴場情報

●海水浴場一覧はこちら

危機対策課・スポーツ振興課

海上保安庁 ・北海道



離岸流、突発的な大波

海で安全に楽しむために
目に見えない危険を知り、安全な場所を選びましょう！

海には、場所によって海岸から沖に向かう目に見えないとても速い流れ（離岸
流）があり、これに巻き込まれると、一気に沖へと流されてしまいます。
万が一、突然沖合まで流されたとか、いくら泳いでも陸岸に近づけないなどと

感じたときは、離岸流に巻き込まれている可能性があるので、まずは岸と平行に
泳ぎ、沖に向かう流れから抜け出すようにしましょう。
また、一見穏やかに見える海も、突然大きな波が発生することがあるので注意

しましょう。

中・高生用

海の中の地形は一定ではなく、突然深くなる場所があります。また、海流など
の影響で海の深さは容易に変わり、以前は浅かった場所でもある日突然深くなっ
ている場合があります。

深みの存在

海水浴場以外の海では、水上オートバイやボートなどの船舶が航行しており、
接触の危険があるほか、監視員やライフセイバーがいないため、万が一事故に
あったとしても気づかれず、すぐに助けてもらえません。

遊泳は、万が一のときの救助体制が整っている
海水浴場を利用しましょう。

海を知り、無理をせず、安全に楽しみましょう。

海水浴場以外の場所

【離岸流（りがんりゅう）】
※実験のため、着色した状態

海岸

沖
遊泳中の事故割合

（北海道内、場所別）

海水浴場の開設情報は、北海道庁ホームページにて公開されています。

海水浴場
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●海の安全情報はこちら

海上保安庁ウォーターセーフティガイド
海水浴場情報

●海水浴場一覧はこちら

危機対策課・スポーツ振興課

海上保安庁 ・北海道



 

 
■今年も海水浴シーズンが近づき、小樽市内の海水浴場が続々とオープンします。 
 

小樽市内の海水浴場は、海水浴場組合により開設されています。開設者は、

北海道に海水浴場の届出をし、開設に必要な監視者の配置、仮設トイレの設置、

ごみの処理、海水浴場の遊泳区域を示すブイの設置などを行い、安全で快適な

海水浴場を維持しています。海水浴場以外の浜では、監視者や遊泳区域を示す

ブイなどが設置されず、事故が発生した場合、すみやかな対応が取れない状況

となりますので、小樽市内で海水浴を楽しむときは、次の海水浴場をご利用く

ださい。  
 

令和３年度小樽市内6海水浴場の開設期間 

おたるドリームビーチ 6月 2５日（金）～８月３１日（火） 

銭函海水浴場 ７月  ３日（土）～８月２４日（火） 

朝里海水浴場 ７月1０日（土）～８月2２日（日） 

東小樽海水浴場 ７月1０日（土）～８月２２日（日） 

塩谷海水浴場 ７月１０日（土）～８月２２日（日） 

蘭島海水浴場 ７月 ９日（金）～８月2２日（日） 

 

■離岸流
りがんりゅう

に流されたら、あわてずに海岸と平行に泳ぎ、離岸流から離れましょう 

Ｑ 離岸流とは？ 

海岸付近で局地的に沖に向かって流れる潮流のことです。比較的遠浅の海岸で起こりやすく、

いったん流されると垂直に岸に戻ることが難しく、危険な状況となります。あわてず落ち着い

て、岸と平行に泳いで抜け出します。 

 ■新型コロナウイルス感染拡大防止のために 

   新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のために、体調のすぐれないときは外出し

ない、咳エチケットを徹底する、大人数でバーベキューを囲むなどの多くの人と密接に

なる状況を避けるといった配慮を心がけましょう。 

 

小樽市産業港湾部観光振興室 ０１３４－３２－４１１１（内線２６６） 

 

 

 




